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平成１８年度経済産業省委託事業
 

電子タグ実証実験
 

出版業界における
 

流通効率化の実証実験

日本出版インフラセンター
ＵＲＬ

 
http://www.jpo.or.jp

２００７年５月23日

http://www.jpo.or.jp/
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トレーサビリティーシステム

取次 書店 読者
印刷
製本

コミックス、書籍に
響タグを装着。

InternetInternet

【【印刷・製本印刷・製本】】

【【出版社出版社】】 【【取次取次】】 【【書店書店】】

・電子タグ廃棄技術の確立

１）コミック流通・・・本格的なソースタギング、物流効率化、客注品トレース、古紙化を検証
２）責任販売制・・・提供形態、販売条件などを識別し、メーカーメリット、返品減少、SCM効率化を検証

返品物流

出版社

古紙化・廃棄

製紙会社

実際のコミック流通、責任販売対象書籍流通を対象に、響タグをソースタギングし
標準化コード（実験用）を書込み、個品管理を行うことにより物流の効率化を実現する。

平成18年度
 

実証実験の目的と内容

１）

 

装着実験
・コミックス約10万冊
・責任販売用書籍約1万冊

２）

 

コミック流通効率化（客注トレース）実験
３）

 

責任販売制検証実験

５）

 

タグ付書籍古紙化実験

６-２）

 

プライバシー保護
対策検証実験

４）

 

店舗活性化・読者サービス

検証実験（平台型ｽﾏｰﾄｼｪﾙﾌ）

６-1）

 

コード体系検証実験

責任販売制管理システム
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装着実験結果（要約）

装着 •製本技術の向上による品質向上（こすれの解消）

■電子タグ装着実験結果

・アンケートから、製本後のコミックに「違和感がある」と答えたのは全体の3％のみ

・インレット加工技術とラベル化の生産技術を連携させ、電子タグ付きラベルを
大量生産することが可能となった。

・ラベル化したインレットを表紙に装着することで、既存の自動製本ラインを利用
してコミックスへの電子タグの大量装着が可能となり、10万部のコミックスへの
機械装着を実現した。

・装着位置、ラベル化の工夫により、以前の実験で課題となっていたデザインや
ICチップの出っ張り（こすれ）の問題が解消され、実売本における装丁の品質
や強度を確保できた。

・今後の課題は、電子タグへの情報書き込みを製作工程のどの段階で行うかや、
コミックスより小型の文庫や雑誌等にみられる中綴じ製本等での機械装着方法
の検討が必要。
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流通実験結果①（概要）

流通 •多様な販売／取引条件による流通が電子タグにより識別可能

■責任販売制度検証実験結果

・電子タグを用いることで書籍の個品管理が可能となり、同タイトルの書籍でも、
返本の可否や、仕入れ先取次会社の識別等の異なる取引条件の併用ができた。

・出版社での出荷時には、返品可・不可等の情報書き込みの手順が現状の業務
フローに追加されるが、電子タグの読み取り速度の向上等により、検品業務との
同時作業を行うことで対応可能であると考えられる。

・現状では電子タグを用いても、現行の検品作業に比べ作業時間の短縮は図られ
ないが、今後の技術開発による、読み書き速度の短縮や、複数冊の同時読み取り
性能の向上によって効果が期待できる。

・責任販売制度の導入により、返品が現状より10%減少すると仮定すると業界全体
の流通コストの削減効果は年間で約60億円であり、生産部数の最適化による生産
コストの削減は約210億と試算できる。また、返品減少により廃棄物は年間1,336トン
削減される。
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流通実験結果②（概要）

流通
•SCM全体での棚卸や検品業務の効率化

•客注品トレースの精度向上による顧客満足度の向上

■コミック流通効率化検証実験結果

＜物流効率化/店舗バックヤード業務・棚卸効率化＞
・出荷検品業務は、出荷時に電子タグへ出荷情報を書き込むﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙを想定し検
証したが、現状では書き込み時間を少し要すため、伝票を確認しながら手動での検
品と時間は大差がなかった。これは今後の電子タグの性能向上により、解決すると
思われる。

・入荷業務において、書き込みが発生しないため入荷した書籍を全て段ボールから
取り出し、伝票と照合する従来作業に比べ1/6の時間で作業を完了できた。

・棚卸業務は手動に比べ1/14、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞに比べ2/3程度の時間で実施できた。

＜客注品トレース＞
・注文番号と紐付けられた商品が物流上どの位置にあるか携帯電話画面で表示
を実現。顧客の問い合わせに対して店員が即座かつ的確に対応できることが確
認できた。取次ぎや出版社問い合わせの待ち時間の発生、対応する店員により
回答内容が異なることへの対策等、顧客満足度向上や販売機会逸失の回避に
有用である。
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店舗実験結果（要約）

店舗
•スマートシェルフによる定量的データの取得
・科学的なアプローチによるマーケティングの可能性
（意外に「手に取った回数＝売上が多い」ではない）

■店舗活性化実験結果

・平台スマートシェルフにより、直接の購買喚起効果は確認できなかったが、書籍を
手に取った回数や、平台上への配置を販売数に結びつけることで有用なマーケ
ティングデータを取得できることが分かった。

・平台スマートシェルフの配置では後列より前列の方が手に取られる回数が多いが、
手に取られた回数が多い程、販売数が多い訳ではないという結果が得られた。
実験期間、タイトル数が限られたので、今後はより多くのパターンを検証すること
で先入観や規定概念に捉われない科学的なマーケティングに貢献できるものと
思われる。

・UHF帯の電子タグが平台スマートシェルフのような電波の到達距離が長いと
不向きな用途に利用可能であることが実証でき、書籍へソースタギングした
UHF帯電子タグが多様な利用用途に適用できることが確認された。
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ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ実験結果（要約）

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ
・電子タグ装着のシールによる明示(書籍）、奥付への表記(ｺﾐｯ
ｸｽ)を行い、併せてＪＰＯﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる詳細説明を行い、ﾌﾟﾗ

ｲﾊﾞｼｰ保護対策を実施したが、消費者からの問い合わせはｾﾞﾛ

■プライバシー保護対策検証実験結果

・コミックスは奥付に、書籍は装着マークにて①電子タグの装着の明示、②責任
主体、③詳細説明を記載し流通させたが、書店や問い合わせ窓口への一般
消費者からの質問はなかった。

・店頭でのアンケート調査では奥付（コミックス）、装着マーク（書籍）に電子タグ装着
の記載があることに関して、約1割が違和感がある、やや違和感があると回答した
が、約8割は違和感がないと回答した。また、表示が小さい等の意見もあり表示
方法の工夫が必要と思われる。

・店頭アンケートではレジ清算後に電子タグにISBNコードを残すことに関しては、
約2割が違和感があると回答しており、慎重な取り扱いを求める声が散見された。
これらに対しは、電子タグへ書き込む情報の運用方法の検討の他、利便性や
利用目的、書き込まれた情報の内容を広く周知し、消費者の合意形成を図ること
が必要と思われる。
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古紙化実験結果（要約）

古紙化 ・現状の電子タグの仕様、古紙パルプ化の処理システムでは、リサ
イクルに影響があることが判明

■電子タグ付き書籍古紙パルプ化実験結果

・洋紙向け、板紙向けのフローを想定し、パイロットプラントにて行った実験では、
ICチップが電子タグより剥離し完成パルプに残ることが判明した。この結果より、
電子タグの装着本のリサイクルは現在の電子タグの仕様では影響がある。

・アンテナ部のアルミについては、電子タグ基材から捲くれ上がっている部分が
多数見られたものの、完全に剥離している部分は僅かであり、パルプ化工程
でのアルミ箔の混入は見られなかった。この結果よりアルミ箔はリサイクルの
障害になる可能性はかなり低いと考えられる。

・今後の課題として、電子タグ製造過程におけるICチップとタグ基材等との固着
強化や、新たな分離技術の開発が必要である。
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過去の実証実験結果を踏まえた導入レベルの検討

取次

書店 図書館

新古書店

読者
◆不正流通の発見、

万引き防止（抑止）

出版社（倉庫）

印刷・製本

ＲＦＩＤベンダー
◆物流の効率化と追跡管理（客注品）
◆在庫管理の適正化、棚卸し作業の効率化
◆マーケティング高度化

（新たな需要の発掘、新規ｻｰﾋﾞｽの創出）
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本格導入における課題と解決の方向性

１、タグの単価（５円以下）

２、タグの標準化、性能・精度

３、リーダー・ライター等周辺機器の整備とコスト
（現時点ではＵＨＦ帯商品がほとんど出ておらずかつ高価）

４、実装技術（装着時間、不剥離、装丁デザイン等）
→

 

電子タグメーカと協力し、①単行本の形状・大きさ等の検討、②書込時間短縮の工夫
（装着・古紙化部会にて具体的な進め方を今後検討）

５、書き込む情報のコード化、標準化
→

 

出版関連業界電子タグ標準化委員会にて具体的な内容を引き続き検討

６、古紙化技術の確立
→

 

関連団体・企業等協力し、検討

 

（装着・古紙化部会にて具体的な進め方を今後検討）

７、プライバシーの保護
→

 

出版関連業界電子タグ標準化委員会にて具体的な内容を引き続き検討

８、タグ装着費用負担者のメリット

 

⇒

 

出版社メリットの明確化
→

 

ＪＰＯ事務局にてシステム導入にあたってのプレイヤー毎の費用対効果を引き続き検討

９、商品データベースの整備及び各プレーヤーのネットワーク化のメリットの明確化
→

 

プレーヤー毎の費用対効果の検討
ＪＰＯにおける商品データベースの整備と維持の継続

日本自動認識システム協会（ＪＡＩＳＡ）
ＲＦＩＤ部会会員企業への協力の打診
・ＵＨＦ帯対応の安価なリーダライタ（据置型・ハンディ型）の開発

・検品、連続データ書込等利用用途に応じた最適（形状・大きさ等）

なリーダライタの開発
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実証実験協力企業（敬称略）

＜出版社＞

 
小学館、集英社、講談社、角川書店

＜印刷製本所＞

 
凸版印刷、共同製本、大口製本、岡山紙器所、東京都製本
工業組合（共同製本、若林製本、本間製本、国宝社、古宮製

 本、永井製本、善新堂）

＜出版社倉庫＞

 
昭和図書、講談社ロジコム

＜取次＞

 
日本出版販売、大阪屋

＜書店＞

 
ジュンク堂書店池袋本店、有隣堂川崎BE店

＜製紙・古紙化＞

 
王子製紙

＜SIベンダ＞

 
日立製作所、NTTコムウエア、数理計画、三菱総合研究所、

 NTTコミュニケーションズ、デンソーウェーブ、システムデータ

 機器

＜事務局＞

 
日本出版インフラセンター
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過去の実証実験

出版物
トレーサビリティーシステム

取次 書店 読者

図書館

新古書店

DB

印刷
・製本会社

出版社

18年度
電子タグを活用した大量流通・責任販売制における

 流通の効率化実証実験

製紙会社

17年度
メディアコンテンツ業界

実証実験

16年度
UHF帯電子タグSCM効率化

 実証実験

15年度
UHF帯電子タグ
読取実証実験

責任販売制
客注品管理

⇒商慣行の改善
古紙化

店舗活性化
装着

新古書店
図書館

読取
基本性能評価
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本格導入に向けて解決すべき課題

１、タグの単価（５円以下）

２、タグの標準化、性能・精度

３、リーダー・ライター等周辺機器の整備とコスト

４、データベースとネットワーク

５、実装技術（装着時間、不剥離、装丁デザイン等）

６、書き込む情報のコード化、標準化

７、環境問題（産業廃棄物）への影響

８、プライバシーの保護

９、タグ装着費用負担者のメリット

企
業
間
競
争
に
期
待
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平成18年度実験（１）
 

責任販売制（買切り制）

コード体系
整備

返品不可の検証

響タグ
シール貼付

Ｒ／Ｗ

出版社倉庫出版社倉庫 取次取次 書店書店

※実売本約１万冊

「健康医学事典（日野原重明総監修・講談社）」に電子タグを貼付し、実際の流通ルー

 トに流し、電子タグを利用した個品管理により通常委託本との識別、販売条件、

 仕入先、取引条件、返品可・不可などの条件管理の仕組みを作り、取引・流通

 の弾力化、商品管理業務を高度化する。
また、検品や仕分け業務、返品業務を通じて、返品減少へ有用性の検証を行う。

ＳＣＭ
トレザビリティ

【目的】
①返品減少
②責任販売制の普及による
ビジネスモデル改革
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平成18年度実験（２）
 

客注品追跡流通（コミックス）

プライバシー
保護対策

ソースタギング
（機械装着）

次世代ストア
研究

Ｒ／Ｗ

コード体系
整備

客注品追跡等

コミックに響タグをソースタギングし、ID発行・コードの書込を実施し、実際の流

 通ルートで検品や仕分業務等を行い、情報項目の適性、運用方法や情報の書込時間

 等を検証する。特に客注品（顧客が注文した書籍等）のトレーサビリティーを行う。

 書店ではプライバシー保護施策を行いながら、平台スマートシェルフによるマーケ

 ティング情報提供実験を行い効果を測定する。

印刷・製本印刷・製本
出版社倉庫出版社倉庫 取次取次 書店書店 読者読者

注文

※実売本・サンプル本

 

計10万冊程度

【目的】
①納期回答
②客注品管理コスト削減
③店頭サービス
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平成18年度実験（３）
 

平台スマートシェルフ情報提供実験

平台の上に陳列された書籍に電子タグをスリップ形式で挿入し、リーダーで書籍の

 立読状況を確認することで、書店様バックヤード向けには立読ランキング、立読と

 販売の相関関係、平台位置ランキング等をご提供する。お客様向けには店頭で立読

 ランキングと手にとった本の詳細、店員からのお勧めコメント等を表示する。

◇ランキング

・１日
・週間
・平台位置

◇持ち出し情報

・平均持ち出し時間
・持ち出し/販売

相関表

◇最新読み取り情報

◇情報登録

・売り切れ通知先
・書籍情報

書店様バックヤード向け情報 店頭読者向け情報

◇ランキング

◇手にとられた本の詳細
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平成18年度実験（４）
 

古紙パルプ化実験

この実験成果は出版のみでなく、多くの業界の流通場面で使用されているダン

 ボール、紙、ラベルなどにも応用が出来、様々な業界にも結果が波及するもので

 あり、良好な結果が得られれば響タグの普及促進につながると考えられる。

①実験環境でリサイクル適性の確認を行い、

 電子タグ種類のスクリーニングを行う。

②実機における使用を前提としたパイロッ

 トプラントでの実験を実施する。

電子タグ装着の実用化に向けて、製作した大量部数出版物（数万冊単位）の環

 境に負荷の掛からない古紙化・廃棄方法を検討し、電子タグ装着本の古紙化が

 可能となる処理技術の研究を行う。



-18-

実験対象書籍

実験書籍 健康医学事典 バーテンダー

 

1巻～3巻 ケシカスくん

 

2巻、3巻

著者／出版社 日野原重明

 

総監修／講談

 
社

城アラキ原作

 

長友健篩 漫画 ／集英

 
社

村瀬範行 ／小学館

表紙

電子タグ貼付位置 ケース

 

背の裏

背表紙 背表紙

装着明示位置 奥付に以下文面を印刷

「この本は電子タグを装着しています。

電子タグは、流通管理用のものであり、

お客様の個人情報が記録されることは

ありません。

日本出版インフラセンター

詳細は、http//www.jpo.or.jp/まで」

奥付に以下文面を印刷

「この本には電子タグが装着されて

 
います。電子タグは流通管理用のも

 
のであり、お客様の個人情報が記録

 
されることはありません。

日本出版インフラセンター

詳細はhttp://www.jpo.or.jpまで」

※以下対象書籍の「一部」に電子タグが貼付されております。
※タグ内の情報は流通管理を目的とした英数字の羅列で、個人を特定する情報は入っておりません。

装着マーク
有り
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出版物に電子タグを装着した場合、個人が特定できる情報を書き込むことは行わないため

 

「個人情報

 
保護法」の規制は受けません。しかし将来的に個品管理のためのISBNコード等が書き込まれた電子タグ

 
を装着する場合悪意を持った者により、個人が持っている本のタイトルを読み取られ、タイトルから想定さ

 
れるもの（【例】主義・思想）を知られる恐れがあるため、出版業界ではプライバシー保護対策が必要である

 
と考えます。

ただし今回の実証実験では、まだ「合意」が得られていないため下記の通りといたします。

出版業界のプライバシー保護に関する考え方

• 電子タグ内に記載されている情報は出版流通効率化実験を目的とした

 任意な英数字の羅列のみとし、個人を特定するような情報はタグ内に一

 切書き込みません。

• お客様に販売しお手元に渡るまでには電子タグ内の情報を全て消去し、

 電子タグを非活性化（KILLタグ）致します。

• このことにより、読取や書込が一切出来なくなり、電子タグは機能しなくな

 ります。

今回の実証実験での対応

今回の実験を通じ、広く読者・消費者の皆様のご意見を伺い
今後の電子タグ検討に活かしたいと考えています。
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